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※休診日は日曜・祭日・年末年始

新小岩診療所・診療案内
江戸川区松島4-27-2 電話０３－３６５１－２９４４

葛西みなみ診療所・診療案内
江戸川区南葛西2-12-1 かさい保健医療福祉ビル２Ｆ 電話０３－５６７９－７１４４

一之江内科クリニック・診療案内

江戸川区一之江3-2-35 一之江ＴＩＡビル２Ｆ 電話０３－３６５６－６６８８

診療時間 月 火 水 木 金 土

午前
9時～12時30分

松村所長 石田香苗 松村所長

石田香苗
注②

診療受付
10:00～
12:30

古寺紘人

第1.3.5
森田
第2.4

工藤恵子

午後
14時～16時30分

注①
予約外来
松村所長

注①
予約外来
松村所長

休診
（訪問診察）

注①
予約外来
松村所長

古寺紘人 休診

夜間
18時～19時30分

休診 松村所長 休診 松村所長 休診 休診

受付時間 月 火 水 木 金 土

午前
8:45～
11:30

田村所長
(内科)

田村所長
(内科)

高橋直
(内科・神経内科)

青山麻織
糖尿病(予約制)

田村所長
(健康診断)

田村所長

(内科)

恩田圭司
(整形外科)

吉川俊治
第1.3(内科)

江花有亮
第2.4.5(内科)

午後
14:00～
16:00

田村所長
(内科)

外来休診

田村所長
(訪問診療)

外来休診

増子忠道
(訪問診療)

田村所長
(内科)
訪問診療
根岸美穂

外来休診

休診
田村所長
(訪問診療)

夜間
17:30～
19:30

休診
田村所長
(内科)

大倉哲朗
(内科外科)

休診
田村所長
(内科)

休診

診療時間 月 火 水 木 金 土

午前
9時～12時

高野所長 高野所長 高野所長 高野所長 松村浩生 杉本英樹

午後
14時～17時

高野所長 高野所長
外来休診

高野所長
外来休診

休診
訪問診療 訪問診療

夜間
17時～18時30分

休診 高野所長 休診 高野所長 休診 休診

セブンイレブン

マ
イ
バ
ス
ケ
ッ
ト

葛
西
み
な
み
高
校
入
口

環
七
通
り

↑
バスターミナル

浦安方面→

注① 月・火・木の午後は予約外来となっていますが、ご予約のない方も受診
いただけます。（予約優先）

注② 木曜日9:00～10:00は健康診断専用時間です。
内科受診の希望者は10:00～12:30の間にお越しください。

葛西駅

か
さ
い
保
健
医
療
福
祉
ビ
ル
２
Ｆ

葛
西
み
な
み
診
療
所→

環
七
通
り

一之江ＴＩＡビル２Ｆ

一之江内科クリニック
↓

今井街道

本八幡方面→

ローソン↓

一之江駅

新
小
岩

駅

平
和
橋
通
り

松
島
四
丁
目
公
園

市川方面→

松
島
通
り

新
小
岩
診
療
所

↓

国
に
対
し
て
医
療
・
介
護
・
福
祉

の
予
算
増
額
を
求
め
る
「
い
の
ち
ま

も
る
総
行
動
」
が

10
月

19
日
、
日

比
谷
野
外
音
楽
堂
で
ひ
ら
か
れ
ま
し

た
。
民
医
連
や
看
護
、
保
育
な
ど
の

医
療
団
体
、
労
働
組
合
で
つ
く
る
実

行
委
員
会
が
主
催
し
、
オ
ン
ラ
イ
ン

を
合
わ
せ
て
３
１
０
０
人
が
参
加
し

ま
し
た
。
江
戸
川
健
康
友
の
会
も
東

部
地
域
の
仲
間
と
い
っ
し
ょ
に
、
看

護
師
さ
ん
ら
職
員
と
参
加
し
ま
し

た
。

主
催
者
あ
い
さ
つ
で
佐
々
木
悦
子

日
本
医
労
連
委
員
長
は
、
人
員
不
足

で
現
場
の
働
き
方
が
厳
し
く
な
る
な

か
、
岸
田
政
権
に
よ
る
医
療
・
介
護

の
規
制
緩
和
策
は
許
せ
な
い
、
医

療
・
社
会
保
障
の
拡
充
で
い
の
ち
と

人
権
を
守
る
政
治
へ
の
転
換
を
求
め

よ
う
と
訴
え
ま
し
た
。

各
分
野
の
代
表
が
リ
レ
ー
ト
ー
ク

〇
パ
ー
ト
保
育
士
の
柳
澤
万
里
子
さ

ん
は
（
群
馬
県
）
、
職
場
初
任
給
は

19
万
円
で
手
取
り

16
万
円
、
全
産

業
平
均
よ
り
も
月
額
７
万
円
も
低
い

と
告
発
。
「
子
ど
も
た
ち
に
も
う
一

人
保
育
士
を
」
の
運
動
が
広
が
っ
て

い
る
と
述
べ
「
平
和
こ
そ
最
大
の
福

祉
で
す
。
軍
事
費
倍
増
を
や
め
さ

せ
、
い
の
ち
と
く
ら
し
、
人
権
を
守

る
政
治
の
実
現
を
求
め
て
力
を
あ
わ

せ
ま
し
ょ
う
」
と
呼
び
か
け
ま
し

た
。

〇
看
護
師
の
早
川
智
里
さ
ん
（
京

都
）
は
、
訪
問
診
療
の
患
者
さ
ん
の

救
急
搬
送
先
が
一
時
間
半
見
つ
か
ら

な
か
っ
た
と
の
経
験
を
語
り
「
医

療
・
介
護
・
福
祉
の
効
率
化
を
優
先

し
て
、
命
の
格
差
を
制
度
と
し
て
持

ち
込
む
政
治
を
や
め
て
ほ
し
い
」
と

訴
え
、
深
刻
な
人
手
不
足
や
過
酷
な

労
働
実
態
を
世
論
に
訴
え
、
政
治
を

変
え
た
い
と
語
り
ま
し
た
。

〇
全
国
保
険
医
協
会
の
山
崎
利
彦
医

師
は
「
国
民
皆
保
険
制
度
が
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
よ
っ
て
壊
さ
れ
よ

う
と
し
て
い
る
、
手
元
に
あ
る
健
康

保
険
証
を
な
く
す
こ
と
が
無
い
よ
う

に
安
心
で
安
全
な
医
療
を
つ
く
る
た

め
に
、
声
を
あ
げ
て
い
き
ま
し
ょ

う
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。（
黒
木
）

安心して住みつづけられるまちづくりをめざして 2023年11月10日 第133号
発 行 江 戸 川 健 康 友 の 会
134-0085 江戸川区南葛西２－１２－１

電話：5679-7 1 3 0 FAX・5679-7131

ﾒｰﾙ：edogawa_kenkou_tomonokai@nankatu.or.jp

郵便振替口座番号：00170-8-393711

※午前の受付時間は水・土のみ 9：00～12：30です

い
の
ち
ま
も
る
総
行
動

医
療
・
介
護
・
福
祉
に
予
算
ふ
や
せ

10・19

10・19 いのちまもる総行動アピール（要旨）

「いつでもどこでも必要な時に、安全・安心の医療・介護・福

祉が受けられる」ことは、国民の切実な願いであり、憲法で保

障された日本国民の権利です。国民の命と健康を守る私たちは

戦争のない平和な社会で一人ひとりが人間として尊重され、健

康で働き、豊かに暮らせる社会を強く望んでいます。そうした

社会を実現するために、共同を大きく広げましょう。「社会保

障の解体」と「戦争する国づくり」に反対し、憲法を守り生か

した医療・介護・福祉を実現することを国に求めます。

〇医療・社会保障の充実で、いのちと人権をまもる政治の転換を

〇すべての医療・介護・福祉従事者の大巾賃上げ、人員増に向

けた診療・介護報酬の大幅引き上げを

〇国民皆保険制度をなし崩しにさせる保険証廃止の撤回を

集会の後壇上に集まり、決意を確認し合う江戸川、足立、江東など、

友の会の仲間
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10
月
10
日
、
前
日
の
雨
が
嘘

の
よ
う
に
晴
れ
渡
り
、
集
ま
っ

た
人
達
の
表
情
も
明
る
い
。
こ

の
日
は
「
臨
海
水
族
園
の
緑
を

な
く
す
な
」
の
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

行
動
で
す
。
原
純
子
都
議
会
議

員
の
説
明
を
聴
き
な
が
ら
現
場

を
歩
き
ま
し
た
。
参
加
者
は
15

人
。振

り
返
れ
ば
10
年
前
、
東
京

五
輪
の
カ
ヌ
ー
ス
ラ
ロ
ー
ム
会

場
候
補
地
を
公
園
西
側
に
変
更

さ
せ
ま
し
た
。
候
補
地
で
は
生

態
系
に
悪
影
響
が
あ
る
と
、
野

鳥
の
会
を
中
心
に
私
達
も
運
動

し
て
上
げ
た
成
果
で
し
た
。

＊

今
度
は
臨
海
水
族
園
の
建
て

替
え
と
そ
れ
に
伴
う
大
量
の
樹

木
保
全
問
題
が
浮
上
し
て
き
た

の
で
す
。
原
さ
ん
に
よ
れ
ば
、

都
が
公
表
し
た
「
基
本
構
想
」

へ
の
意
見
募
集
で
は
９
割
が
反

対
意
見
だ
っ
た
と
い
う
。
昨
年

１
月
の
入
札
に
は
Ａ
・
Ｂ
２
グ

ル
ー
プ
が
提
出
、
Ａ
が
落
札
。

建
築
家
協
会
が
入
札
時
の
書
類

の
開
示
請
求
を
し
た
が
、
ほ
と

ん
ど
墨
塗
で
、
Ｂ
グ
ル
ー
プ
の

案
は
非
開
示
だ
っ
た
と
の
こ

と
。
墨
塗
の
書
類
（
コ
ピ
ー
）

も
見
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

＊

水
族
園
本
館
の
北
に
あ
る
１

３
０
０
０
㎡
の
土
地
の
一
部
に

は
約
１
４
０
０
本
の
樹
木
が
あ

り
ま
す
。
30
年
か
け
て
育
て
た

樹
木
を
都
は
保
存
す
る
つ
も
り

が
あ
る
の
か
疑
問
で
す
。
広
場

で
原
さ
ん
の
説
明
を
き
い
た
あ

と
「
我
々
ジ
ジ
バ
バ
が
や
れ
る

こ
と
は
？
」
「
声
を
上
げ
る
こ

と
で
す
」
こ
ん
な
や
り
と
り
も

あ
り
ま
し
た
。

＊

水
族
園
の
周
り
に
は
鬱
蒼
と

し
た
林
が
あ
り
、
小
川
が
流

れ
、
小
さ
な
滝
さ
え
落
ち
て
い

ま
し
た
。
こ
の
辺
り
か
ら
淡
水

生
物
館
に
入
り
、
水
族
園
を
見

学
し
ま
し
た
。

回
遊
す
る
鮪
、
川
魚
（
「
お

い
し
そ
う
」
の
声
）
、
ペ
ン
ギ

ン
の
群
れ
、
深
海
の
生
物
な

ど
。
暗
い
照
明
の
中
親
子
連
れ

も
多
く
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

折
し
も
水
族
園
は
開
園

34
周

年
、
入
園
無
料
で
し
た
。（

小
林
）

２７

どこの処方箋でもお受けいたします

なぎさ薬局では、おくすり手帳をお渡しし

ております。みなさんが飲んだり、使ったり

しているお薬の記録を残すためのものです。

この手帳があれば、

◆医師・薬剤師が、どのような薬をどのくら

いの期間使用しているかを知ることができ

ます。

◆医師・薬剤師が、同じ薬が重なっていない

か、よくない飲み合わせではないかをチェッ

クできます。おくすり

手帳は、お薬を有効に、

安全に使用していただ

く手助けになるのです。

なぎさ薬局
TE L0 3-5 67 9-7 13 7／ FA X0 3- 567 9- 71 38

３シーズンぶりのインフルエンザ流行予想など、感

染症への警戒感が高まるなか、注目を集めている商品

が「乳酸菌」です。大手飲料メーカーが競って機能性

表示食品を販売し、「腸内環境を整えて免疫機能を維持

する」と宣伝しています。ここ２年は前年比５割の売

上増となっています。

これらの宣伝の根拠になっているのは、乳酸菌がイ

ンフルエンザや風邪症状の改善に役立つとした実証研

究です。消費者庁長官へ提出された機能性表示食品の

届出資料で、その内容を見てみましょう。根拠とした

６つの論文は、乳酸菌を摂取した人と、しない人（対

照群）を比較して、免疫機能の維持効果を調べたもの

です。

届出資料によると、６つの論文のうち４つで、全身

の自覚症状（倦怠感、寒気、熱っぽさ、疲労など）が

「対照群と比較してより軽度に維持されていた」と主張

します。また、特定の部位の自覚症状（せきや鼻づま

り、頭痛や関節痛）について調べた５つの論文すべて

で、同様の結果を得たと述べます。

上記を総合的に判断して、乳酸菌の免疫機能の維持

効果について「示唆的な根拠があると判断した」と結

論。調査対象の論文が十分に多いとは言えず、「更なる

臨床研究が望まれる」と付け加えます。消費者庁長官

への届出資料は、かなり抑えた表現になっていること

が分かります。

宣伝はイメージ先行

その一方で、機能性表示食品として売り出す際の手

法は巧妙です。特定の菌株が免疫細胞を活性化させる

という情報を、製品説明とは別のサイトで紹介するな

ど、法律違反にならないように工夫しています。これ

をネット記事が引用して、乳酸菌でウイルス感染を防

げるかのようなイメージが作られます。

しかし、感染予防にあたって免疫細胞が果たす役割

とその仕組みはもっと複雑です。体内に侵入した病原

体を食べる免疫細胞「マクロファージ」の働きは、私

たちが生まれ持った自然免疫。それに対し、後天的に

「免疫グロブリン」（抗体）を作ることで得られる獲得

免疫があります。一部の細胞の活性化だけを見て防御

能力全体を評価することは、適切ではないのです。

また、医薬品に最適な投与量があるように、免疫力

を高めると言われる物質をたくさん摂取すれば感染を

防げるものではありません。免疫能力をコントロール

するのは難しく、間違って免疫反応が暴走するアレル

ギーを起こすなど、免疫力は「強さ」だけでは評価で

きません。

乳酸菌製品のパッケージにも「食生活は、主食、主

菜、副菜を基本に、食事のバランスを」などと書かれ

ています。適切な食事と、疲れをためない生活に勝る

健康法はないですね。

「いつでも元気」誌より転載

編
集
後
記

10
月

14
・
15
日
、
第

23
回
江
戸
川
戦
争
展
が
開
か
れ
、
７
５

０
名
超
の
参
観
者
が
あ
り
ま
し
た
。
被

爆
者
団
体
「
親
江
会
」
を
中
心
に
実
行

委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
太
平
洋
戦
争
時

の
被
害
・
加
害
の
実
相
に
触
れ
る
掲

示
・
展
示
物
や
、
現
在
の
大
軍
拡
の
動

き
な
ど
が
展
示
さ
れ
、
戦
争
の
悲
惨
さ

を
伝
え
ま
す
▼
北
小
岩
小
学
校
の
児
童

に
よ
る
「
サ
ダ
コ
の
４
６
７
５
日
」
朗

読
・
「
平
和
学
習
」
の
ス
ピ
ー
チ
・
エ

イ
サ
ー
の
熱
演
は
圧
巻
で
し
た
。
戦
争

展
の
若
い
世
代
へ
の
継
承
が
何
よ
り
で

す
▼
１
週
間
前
の

10
月
７
日
、
ハ
マ

ス
の
イ
ス
ラ
エ
ル
奇
襲
、
イ
ス
ラ
エ
ル

の
空
爆
な
ど
で
数
千
人
の
死
者
。
病
院

の
爆
発
な
ど
も
起
き
死
者
は
増
え
続
け

て
い
る
。
長
い
歴
史
の
因
果
関
係
は
あ

ろ
う
が
、
〝
戦
争
は
絶
対
ダ
メ
！
〟
。

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
も
続
い
て

い
る
今
、
改
め
て
強
く
強
く
思
う
▼
よ

う
や
く
涼
し
い
日
々
が
訪
れ
ま
し
た

が
、
会
員
の
皆
さ
ん
、
猛
暑
疲
れ
に
気

を
付
け
て
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。（
伊
藤
）

役立つ健康メモ 91 薬の話№60

乳酸菌と感染症予防

水
族
園
の
建
替
え
で

み
ど
り
を
な
く
さ
な
い
で

葛
西
臨
海
水
族
園
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

葛
西
臨
海
水
族
園
は
開
園
か

ら

30
年
以
上
経
過
し
、
東
京

都
は
施
設
・
設
備
の
老
朽
化
を

理
由
に
、
現
在
の
水
族
園
の
隣

接
地
に
新
た
な
水
族
園
を
整
備

す
る
計
画
を
し
て
い
ま
す
。
建

て
替
え
に
伴
う
樹
木
の
伐
採
・

大
量
撤
去
で
湾
岸
地
域
の
大
気

汚
染
が
心
配
さ
れ
て
お
り
ま

す
。
こ
の
日
の
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

は
東
京
都
や
江
戸
川
区
の
「
気

候
変
動
適
応
計
画
」
に
あ
る

「
み
ん
な
で
い
ま
の
生
命
と
み

ら
い
の
地
球
を
守
る
計
画
」
を

実
施
し
て
ほ
し
い
と
の
思
い
か

ら
、
ま
ず
現
地
を
見
よ
う
と
計

画
さ
れ
ま
し
た
。
江
戸
川
大
気

汚
染
を
な
く
す
会
と
健
康
友
の

会
は

11
月
～
12
月
に
か
け
て

都
・
区
に
要
望
書
を
提
出
し
、

改
善
を
求
め
て
懇
談
を
す
る
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。

上水族園建替え予定地。広々とした芝生公園と回りに

みどり豊かな樹木が茂っている。天気がよく一段と

開放感が感じられた。

下原純子都議の説明を聞く参加者、指差す先は淡水生

物館と自然が豊かだった頃の東京周辺の水辺が再現

されている。そこも建替え先の予定地になっている。
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▼
俳
句

三
郷
市

石
塚
ふ
さ
子

気
の
ゆ
る
み
咳
に
苦
し
む
初
秋
か
な

赤
白
で
秋
風
ゆ
れ
る
曼
珠
沙
華

夕
空
に
雁
が
く
の
字
で
帰
る
西

北
葛
西

石
甲
斐

初
魚

若
駒
う
ら
ら
肩
に
手
を
や
り
パ
ド
ッ
ク
へ

薩
摩
か
ら
楠
紅
葉
と
ん
で
豪
雨

蝉
鳴
い
て
晩
年
の
気
配
野
も
山
も

江
戸
川

長
沢

常
良

ビ
ー
ル
飲
む
椅
子
軋
ま
せ
て
吟
仲
間

何
回
も
拾
ひ
し
命
雁
渡
し

新
曲
に
慌
て
し
姿
の
踊
り
か
な

曲
が
り
角
の
目
印
し
な
る
や
花
カ
ン゚
ナ

▼
川
柳

江
戸
川

小
林

功

誇
れ
る
か
い
じ
め
不
登
校
激
増
の
国

ど
う
す
る
季
語
俳
人
た
ち
の
思
案
顔

時
事
ネ
タ
の
多
さ
に
句
作
追
い
つ
け
ず

中
葛
西

佐
々
木

ゆ
づ
き

子
に
熱
が
出
る
と
喧
嘩
の
共
稼
ぎ

親
も
子
も
育
て
て
く
れ
た
保
育
園

親
不
孝
母
な
る
海
に
垂
れ
流
し

か
し
ず
い
て
操
っ
て
ま
す
が
ん
こ
爺

３ ６

友
の
会
広
場

俳
句
・
川
柳
な
ど
作
品

の
寄
稿
は
毎
月
20
日
ま
で

に
Ｆ
Ａ
Ｘ
な
ど
で
お
届
け

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

友
の
会
だ
よ
り
編
集
部

地
球
温
暖
化

他
人
事
で
は
な
い

東
葛
西

伊
藤

信
子

『
地
球
沸
騰
』
な
ど
と
言
わ
れ
た
猛

暑
続
き
の
今
夏
。
ふ
る
さ
と
新
潟
は
、

８
月
中
雨
は
降
ら
ず
フ
ェ
ー
ン
現
象
で

高
温
の
日
々
が
続
い
た
。

夫
の
実
家
は
佐
渡
市
相
川
、
目
の
前

が
海
で
ア
ワ
ビ
・
サ
ザ
エ
・
モ
ズ
ク
な

ど
の
海
産
物
が
取
れ
る
（
も
ち
ろ
ん
こ

れ
は
帰
省
客
の
食
事
の
分
だ
け
）
。
夜

に
は
、
集
魚
灯
を
つ
け
た
船
が
沖
合
で

漁
を
す
る
。
佐
渡
土
産
は
、
乾
燥
わ
か

め
や
一
夜
干
し
な
ど
の
イ
カ
製
品
が
定

番
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
店
頭
に
海
藻
わ
か
め
は

全
く
な
く
な
り
、
イ
カ
製
品
も
小
さ
く

品
薄
で
あ
る
。
イ
カ
漁
の
船
も
た
ま
に

し
か
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
陸
の
温
度
が

上
が
り
、
海
水
温
が
上
が
り
す
ぎ
海
藻

は
採
れ
な
く
な
り
、
魚
た
ち
は
沖
へ
沖

へ
と
逃
げ
て
暮
ら
そ
う
と
す
る
。
栄
養

の
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
が
少
な
く
魚
た
ち
は

ど
ん
ど
ん
小
さ
く
な
る
と
い
う
。

私
の
実
家
は
米
農
家
。
越
後
平
野
も

地
域
に
よ
っ
て
水
不
足
で
大
変
な
状
況

が
あ
り
テ
レ
ビ
な
ど
で
報
じ
ら
れ
た
。

幸
い
水
不
足
は
免
れ
た
よ
う
で
、
９
月

末
に
は
、
新
米
が
届
け
ら
れ
た
。
退
職

し
て
か
ら

10
年
以
上
田
植
え
の
手
伝

い
に
通
っ
た
。
80
歳
過
ぎ
の
姉
夫
婦
に

は
大
変
な
重
労
働
と
い
う
こ
と
は
わ

か
っ
て
い
た
。

お
礼
の
電
話
の
最
後
に
話
し
た
姉
の

話
が
驚
き
だ
っ
た
。
米
に
は
等
級
が
あ

り
、
出
荷
時
に
検
査
が
行
わ
れ
る
。
い

つ
も
１
等
米
が
ほ
と
ん
ど
で
、
た
ま
に

２
等
米
が
出
る
と
が
っ
か
り
し
た
。

（
こ
こ
ま
で
は
私
も
知
っ
て
い
た
）
今

年
は
、
ほ
と
ん
ど
２
等
米
だ
っ
た
。
こ

ん
な
こ
と
は
初
め
て
と
言
う
。
体
力
の

こ
と
も
あ
り
、
今
年
で
米
作
り
は
や
め

て
父
親
の
実
家
に
委
託
耕
作
す
る
と
い

う
。
確
か
に
届
い
た
新
米
に
は
、
温
度

が
要
因
と
な
る
、
コ
メ
粒
が
白
く
濁
る

「
白
未
熟
粒
」
が
か
な
り
入
っ
て
い

た
。海

に
囲
ま
れ
漁
業
の
盛
ん
な
日
本
。

改
良
を
重
ね
美
味
し
い
米
づ
く
り
な
ど

の
農
業
。
で
も
、
食
料
の
自
給
率
が

40
％
に
満
た
な
い
日
本
。
他
人
事
で
な

い
問
題
が
突
き
付
け
ら
れ
て
い
る
。

▼
短
歌

中
央

二
瓶

誠
一

戦
前
に
戻
さ
ぬ
道
あ
り
「
コ
ス
タ
リ
カ
」
軍
隊
も
た
ぬ
カ
リ
ブ
の
国
よ

飯
の
な
き
幼
日
生
き
し
思
い
あ
り
米
一
粒
も
流
さ
ず
と
研
ぐ

今
日
も
ま
た
陽
射
し
は
老
い
に
も
容
赦
な
し
眩
し
き
限
り
の
遠
き
夏
雲

エッセイ

加賀まりこ演じる主人公の山田珠子は、自閉症

を抱える息子の忠男と2人暮らし。都会の片隅にひっ

そりとたたずむ古民家で慎ましくも幸せな毎日を

送ってきた。

しかしある日、庭の梅の木のことで近隣から苦

情が入る。同じころ息子が50回目の誕生日を迎え、

ふと珠子の頭に将来の不安がよぎる。「このまま

では、共倒れになってしまうのではないか？」と。

自分が亡くなった後のことを考え始めた彼女は、

忠男が社会のなかで生きていけるよう、彼をグルー

プホームに入れることを決意。初めて親子が離れ

て暮らす道を選択するのだが…。

厳しくも包容力のある珠子を加賀が、息子の忠

男をお笑いコンビ「ドランクドラゴン」の塚地武

雅がそれぞれ好演。母と息子の深い絆と愛情がじ

んわりと染み入るように伝わるドラマは、深い感

動に包まれることだろう。

11月15日(水)

梅切らぬバカ (加賀まりこ主演）77分

葛西みなみ診療所５階ホール

14:00～15:30 入場無料

友の会 ＤＶＤ上映会のお知らせ

12月13日(水) １月17日(水)

会場と時間はいずれも

葛西みなみ診療所５階ホール

14:00～15:30 入場無料

「とんび」2022年 阿部 寛 （139分）

▼２月以降

「北の桜守」 吉永小百合（126分）

「そらのレストラン」 大泉 洋（126分）
などを予定しています。

「大コメ騒動」
だい

2021年 井上真央 (106分）
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私
の
ふ
る
さ
と
は
江
戸
川
区

の
葛
西
で
す
。
昨
年
友
の
会
で

「
新
春
歩
こ
う
会
」
の
コ
ー
ス
と

な
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。
室
町
時

代
か
ら
の
歴
史
あ
る
お
寺
や
神

社
が
多
く
、
子
ど
も
の
頃
の
楽

し
い
縁
日
が
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

江
戸
時
代
は
、
今
の
江
戸
川

区
を
ふ
く
め
て
広
い
範
囲
が

「
下
総
国
葛
飾
郡
」
（
し
も
ふ
さ

の
く
に
か
つ
し
か
ご
う
り
）
と

呼
ば
れ
、
江
戸
川
を
境
に
東
を

葛
東
、
西
を
葛
西
と
呼
ん
で
い

た
そ
う
で
す
。

葛
西
地
域
は
低
湿
地
帯
で
海

と
川
に
囲
ま
れ
た
低
い
土
地
で
、

台
風
や
大
雨
で
川
が
あ
ふ
れ
、

家
や
畑
が
水
に
つ
か
り
、
使
え

な
く
な
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
あ
っ

た
と
聞
か
さ
れ
ま
し
た
。

葛
西
の
人
び
と
は
、
農
業
と

漁
業
が
主
で
、
私
の
家
で
も
き
ゅ

う
り
や
ウ
リ
、
ハ
ス
な
ど
の
野

菜
を
育
て
て
お
り
ま
し
た
。
ほ

か
の
家
で
は
、
秋
か
ら
春
に
か

け
て
「
海
苔
づ
く
り
・
養
殖
」
、

春
か
ら
秋
に
は
、
ハ
ス
、
小
松

菜
、
春
菊
、
つ
ま
み
菜
な
ど
を

そ
だ
て
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

葛
西
は
川
が
多
か
っ
た
の
で

「
ベ
カ
船
」
と
い
う
船
で
、
野
菜

や
葛
西
沖
で
と
れ
た
ア
サ
リ
、

の
り
な
ど
を
内
陸
の
松
島
地
域

や
江
東
区
、
都
心
ま
で
売
り
に

行
っ
て
い
ま
し
た
。

１
９
６
０
年
ご
ろ
（
昭
和

35

年
）
か
ら
漁
業
や
農
業
を
続
け

る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
、
昭

和

39
年
に
は
地
下
鉄
東
西
線
が

西
船
橋
ま
で
の
開
通
に
よ
っ
て
、

葛
西
駅
も
で
き
て
、
都
心
へ
の

行
き
来
も
便
利
に
な
り
ま
し
た
。

地
下
鉄
が
通
っ
て
、
葛
西
地

域
は
一
変
し
ま
し
た
。
地
元
の

人
は
、
ア
パ
ー
ト
を
建
て
た
り
、

ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
を
経
営
す

る
な
ど
で
生
計
を
立
て
る
一
方
、

会
社
勤
め
の
方
が
多
く
な
り
ま

し
た
。
駅
付
近
は
ビ
ル
の
ま
ち

に
変
わ
っ
て
い
き
ま
し
た
。
葛

西
駅
の
近
く
に
あ
っ
た
「
山
西

牧
場
」
も
な
く
な
り
、
牛
乳
を

買
え
な
く
な
っ
た
の
は
寂
し
い

か
ぎ
り
で
し
た
。

東
西
線
開
通
で
一
変
し
た
葛
西

江戸川区葛西

浦安市 笈川いく子

着物リメイクの会 一之江センター

江
戸
川
健
康
友
の
会
も

加
入
し
て
い
る
江
戸
川
社

会
保
障
推
進
協
議
会
主
催

の
「
暮
ら
し
の
な
や
み
ご

と
な
ん
で
も
相
談
会
」
が

10
月

21
日
タ
ワ
ー
ホ
ー
ル

船
堀
に
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
15
名
の
方
が
相
談
に

訪
れ
ま
し
た
。

相
談
の
内
容
は
法
律
相

談
５
件
、
医
療
・
介
護
相

談
４
件
、
生
活
・
住
居
相

談
２
件
、
年
金
問
題
な
ど

で
し
た
。

今
年
の
特
徴
は
法
律
・

医
療
・
介
護
の
相
談
が
多

く
、
ま
た

60
才
以
上
の
高

齢
者
の
相
談
が
目
立
っ
た

こ
と
、
船
堀
駅
頭
で
配
っ

た
案
内
チ
ラ
シ
や
加
入
団

体
の
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
を
見

て
来
た
方
が
多
か
っ
た
こ

と
で
す
。

相
談
者
の
み
な
さ
ん
は

解
決
策
へ
の
糸
口
を
聞

き
、
ほ
っ
と
し
た
表
情
で

帰
っ
て
い
き
ま
し
た
。

友
の
会
は
船
堀
駅
前
で

ハ
ン
ド
マ
イ
ク
宣
伝
と
相

談
会
の
案
内
チ
ラ
シ
を
配

り
ま
し
た
。
受
け
取
っ
た

方
が
相
談
に
訪
れ
た
と
の

こ
と
で
宣
伝
の
効
果
が

あ
っ
て
良
か
っ
た
で
す
。

（
猪
瀬
）

カレンダー2024年版
１部 1,500円

友の会へ申し込んで
ください。
電話：03-5679-7130
FＡX：03-5679-7131

みんなの居場所

●毎週 火・木 10 時～ 15時

手芸・小物づくり他

●毎月 第２土曜日

トークとうたう会
14 時～ 15時 30 分

●場所：一之江内科４ F

捨てがたい着物を
リメイクで甦らせよう

●毎週(金)10 時～ 15時

（祝祭日はお休み）

●葛西みなみ診療所５ F

●裁縫道具および飲み物・

昼食は各自持参。

戦
争
の
悲
惨
な
実
相
を
多
く

の
人
び
と
に
伝
え
語
り
継
ぎ
、

二
度
と
戦
争
す
る
こ
と
の
な
い

平
和
な
社
会
に
と
い
う
思
い
か

ら
毎
年
ひ
ら
か
れ
て
い
る
「
平

和
の
た
め
の
戦
争
展
」
は
今
年

で

23
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。

10
月
14
日
か
ら
15
日
に
タ
ワ
ー

ホ
ー
ル
船
堀
で
「
ふ
り
返
ろ
う

戦
争
の
歴
史
、
見
つ
め
よ
う
未

来
」
の
テ
ー
マ
で
ひ
ら
か
れ
、

７
５
０
人
が
鑑
賞
さ
れ
ま
し
た
。

展
示
会
場
で
は
、
原
爆
が
広

島
・
長
崎
に
投
下
さ
れ
終
戦
を

迎
え
る
ま
で
を
時
系
列
で
追
っ

た
写
真
、
史
上
初
め
て
違
法
な

も
の
と
し
て
国
連
で
核
兵
器
禁

止
条
約
が
採
択
さ
れ
た
こ
と
、

東
京
大
空
襲
や
沖
縄
戦
、
明
治

か
ら
始
め
ら
れ
た
「
戦
争
す
る

国
づ
く
り
」
が
わ
か
る
展
示
物

が
入
場
者
の
目
を
引
き
寄
せ
て

い
ま
し
た
。

健
康
友
の
会
は
大
気
汚
染
を

な
く
す
会
と
一
緒
に
江
戸
川
区

の
大
気
汚
染
の
現
状
、
地
球
温

暖
化
対
策
の
大
切
さ
を
訴
え
る

パ
ネ
ル
を
展
示
し
、
気
候
変
動

に
よ
る
猛
暑
や
風
水
害
に
よ
る

被
害
の
な
い
、
安
心
し
て
住
み

つ
づ
け
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り
の

た
め
、「
ス
ト
ッ
プ
気
候
危
機
」

を
訴
え
ま
し
た
。

特
設
ス
テ
ー
ジ
で
は
「
戦
後

78
年
・
直
面
す
る
危
機
は
な
ぜ
」

の
４
テ
ー
マ
で
講
座
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
戦
争
と
平
和

を
絶
妙
な
語
り
口
で
演
じ
た
腹

話
術
師
〝
し
ろ
た
に
ま
も
る
さ

ん
と
ゴ
ロ
ー
ち
ゃ
ん
〟
が
大
人

気
で
し
た
。

（
黒
木
）

(毎週月曜）

（友の会りんご狩りバス旅行のため）

暮
ら
し
の
悩
み
ご
と

な
ん
で
も
相
談
会

高
齢
者
の
相
談
目
立
つ

10
月
は
ピ
ン
ク
リ
ボ
ン
月
間

で
す
。
乳
が
ん
は
今
や
11
人
に

１
人
は
か
か
る
病
気
で
す
が
、

検
診
や
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク
な
ど

で
早
期
発
見
・
早
期
治
療
す
れ

ば
ほ
と
ん
ど
治
る
病
気
で
す
か

ら
、
定
期
的
な
健
診
が
大
切
で

す
。友

の
会
は
２
０
０
６
年
か
ら

実
施
し
、
２
０
０
７
年
か
ら
は

子
宮
が
ん
健
診
の
要
望
も
あ
り

婦
人
科
健
診
と
し
て
毎
年
行
っ

て
き
ま
し
た
。

今
年
度
コ
ロ
ナ
禍
で
中
止
し

て
い
た
乳
が
ん
・
子
宮
が
ん
健

診
を
葛
西
み
な
み
診
療
所
５
階

ホ
ー
ル
を
会
場
に

10
月
９
日
、

再
開
し
ま
し
た
。
料
金
も
前
回

並
み
に
健
診
セ
ン
タ
ー
に
協
力

し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
久
し
ぶ

り
だ
っ
た
せ
い
か
、
申
し
込
み

の
出
足
が
遅
く
、
過
去
健
診
を

受
け
た
方
に
連
絡
す
る
な
ど
お

誘
い
の
電
話
も
か
け
受
診
者
を

募
り
ま
し
た
。

親
子
で
の
申
し
込
み
や
、
他

地
区
か
ら
の
受
診
者
も
あ
り
、

関
心
は
高
い
と
感
じ
ま
し
た
。

当
日
は
雨
に
も
か
か
わ
ら
ず
申

込
者
全
員
35
人
が
受
診
し
ま
し

た
。健

診
結
果
は
各
自
に
郵
送
で

送
ら
れ
ま
す
。

（
森
岡
）

※
友
の
会
の
乳
が
ん
検
診
は
エ

コ
ー
検
査
で
す
。
ま
た
子
宮
が

ん
は
子
宮
頸
が
ん
検
査
で
す
。

友
の
会
が
４
年
ぶ
り
の

婦
人
科
健
診
実
施

ハンドマイクで宣伝する友の会猪瀬会長

第

23
回

平
和
の
た
め
の
戦
争
展

ｉ
ｎ
江
戸
川

友
の
会
も
大
気
汚
染
・
気
候
変
動
パ
ネ
ル
展
示

腹
話
術
の
ゴ
ロ
ー
ち
ゃ
ん
と
し
ろ
た
に
さ
ん

いわさきちひろ

昭和の環七葛西駅南口付近

ピンクリボン
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▼
俳
句

三
郷
市

石
塚
ふ
さ
子

気
の
ゆ
る
み
咳
に
苦
し
む
初
秋
か
な

赤
白
で
秋
風
ゆ
れ
る
曼
珠
沙
華

夕
空
に
雁
が
く
の
字
で
帰
る
西

北
葛
西

石
甲
斐

初
魚

若
駒
う
ら
ら
肩
に
手
を
や
り
パ
ド
ッ
ク
へ

薩
摩
か
ら
楠
紅
葉
と
ん
で
豪
雨

蝉
鳴
い
て
晩
年
の
気
配
野
も
山
も

江
戸
川

長
沢

常
良

ビ
ー
ル
飲
む
椅
子
軋
ま
せ
て
吟
仲
間

何
回
も
拾
ひ
し
命
雁
渡
し

新
曲
に
慌
て
し
姿
の
踊
り
か
な

曲
が
り
角
の
目
印
し
な
る
や
花
カ
ン゚
ナ

▼
川
柳

江
戸
川

小
林

功

誇
れ
る
か
い
じ
め
不
登
校
激
増
の
国

ど
う
す
る
季
語
俳
人
た
ち
の
思
案
顔

時
事
ネ
タ
の
多
さ
に
句
作
追
い
つ
け
ず

中
葛
西

佐
々
木

ゆ
づ
き

子
に
熱
が
出
る
と
喧
嘩
の
共
稼
ぎ

親
も
子
も
育
て
て
く
れ
た
保
育
園

親
不
孝
母
な
る
海
に
垂
れ
流
し

か
し
ず
い
て
操
っ
て
ま
す
が
ん
こ
爺

３ ６

友
の
会
広
場

俳
句
・
川
柳
な
ど
作
品

の
寄
稿
は
毎
月
20
日
ま
で

に
Ｆ
Ａ
Ｘ
な
ど
で
お
届
け

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

友
の
会
だ
よ
り
編
集
部

地
球
温
暖
化

他
人
事
で
は
な
い

東
葛
西

伊
藤

信
子

『
地
球
沸
騰
』
な
ど
と
言
わ
れ
た
猛

暑
続
き
の
今
夏
。
ふ
る
さ
と
新
潟
は
、

８
月
中
雨
は
降
ら
ず
フ
ェ
ー
ン
現
象
で

高
温
の
日
々
が
続
い
た
。

夫
の
実
家
は
佐
渡
市
相
川
、
目
の
前

が
海
で
ア
ワ
ビ
・
サ
ザ
エ
・
モ
ズ
ク
な

ど
の
海
産
物
が
取
れ
る
（
も
ち
ろ
ん
こ

れ
は
帰
省
客
の
食
事
の
分
だ
け
）
。
夜

に
は
、
集
魚
灯
を
つ
け
た
船
が
沖
合
で

漁
を
す
る
。
佐
渡
土
産
は
、
乾
燥
わ
か

め
や
一
夜
干
し
な
ど
の
イ
カ
製
品
が
定

番
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
店
頭
に
海
藻
わ
か
め
は

全
く
な
く
な
り
、
イ
カ
製
品
も
小
さ
く

品
薄
で
あ
る
。
イ
カ
漁
の
船
も
た
ま
に

し
か
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
陸
の
温
度
が

上
が
り
、
海
水
温
が
上
が
り
す
ぎ
海
藻

は
採
れ
な
く
な
り
、
魚
た
ち
は
沖
へ
沖

へ
と
逃
げ
て
暮
ら
そ
う
と
す
る
。
栄
養

の
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
が
少
な
く
魚
た
ち
は

ど
ん
ど
ん
小
さ
く
な
る
と
い
う
。

私
の
実
家
は
米
農
家
。
越
後
平
野
も

地
域
に
よ
っ
て
水
不
足
で
大
変
な
状
況

が
あ
り
テ
レ
ビ
な
ど
で
報
じ
ら
れ
た
。

幸
い
水
不
足
は
免
れ
た
よ
う
で
、
９
月

末
に
は
、
新
米
が
届
け
ら
れ
た
。
退
職

し
て
か
ら

10
年
以
上
田
植
え
の
手
伝

い
に
通
っ
た
。
80
歳
過
ぎ
の
姉
夫
婦
に

は
大
変
な
重
労
働
と
い
う
こ
と
は
わ

か
っ
て
い
た
。

お
礼
の
電
話
の
最
後
に
話
し
た
姉
の

話
が
驚
き
だ
っ
た
。
米
に
は
等
級
が
あ

り
、
出
荷
時
に
検
査
が
行
わ
れ
る
。
い

つ
も
１
等
米
が
ほ
と
ん
ど
で
、
た
ま
に

２
等
米
が
出
る
と
が
っ
か
り
し
た
。

（
こ
こ
ま
で
は
私
も
知
っ
て
い
た
）
今

年
は
、
ほ
と
ん
ど
２
等
米
だ
っ
た
。
こ

ん
な
こ
と
は
初
め
て
と
言
う
。
体
力
の

こ
と
も
あ
り
、
今
年
で
米
作
り
は
や
め

て
父
親
の
実
家
に
委
託
耕
作
す
る
と
い

う
。
確
か
に
届
い
た
新
米
に
は
、
温
度

が
要
因
と
な
る
、
コ
メ
粒
が
白
く
濁
る

「
白
未
熟
粒
」
が
か
な
り
入
っ
て
い

た
。海

に
囲
ま
れ
漁
業
の
盛
ん
な
日
本
。

改
良
を
重
ね
美
味
し
い
米
づ
く
り
な
ど

の
農
業
。
で
も
、
食
料
の
自
給
率
が

40
％
に
満
た
な
い
日
本
。
他
人
事
で
な

い
問
題
が
突
き
付
け
ら
れ
て
い
る
。

▼
短
歌

中
央

二
瓶

誠
一

戦
前
に
戻
さ
ぬ
道
あ
り
「
コ
ス
タ
リ
カ
」
軍
隊
も
た
ぬ
カ
リ
ブ
の
国
よ

飯
の
な
き
幼
日
生
き
し
思
い
あ
り
米
一
粒
も
流
さ
ず
と
研
ぐ

今
日
も
ま
た
陽
射
し
は
老
い
に
も
容
赦
な
し
眩
し
き
限
り
の
遠
き
夏
雲

エッセイ

加賀まりこ演じる主人公の山田珠子は、自閉症

を抱える息子の忠男と2人暮らし。都会の片隅にひっ

そりとたたずむ古民家で慎ましくも幸せな毎日を

送ってきた。

しかしある日、庭の梅の木のことで近隣から苦

情が入る。同じころ息子が50回目の誕生日を迎え、

ふと珠子の頭に将来の不安がよぎる。「このまま

では、共倒れになってしまうのではないか？」と。

自分が亡くなった後のことを考え始めた彼女は、

忠男が社会のなかで生きていけるよう、彼をグルー

プホームに入れることを決意。初めて親子が離れ

て暮らす道を選択するのだが…。

厳しくも包容力のある珠子を加賀が、息子の忠

男をお笑いコンビ「ドランクドラゴン」の塚地武

雅がそれぞれ好演。母と息子の深い絆と愛情がじ

んわりと染み入るように伝わるドラマは、深い感

動に包まれることだろう。

11月15日(水)

梅切らぬバカ (加賀まりこ主演）77分

葛西みなみ診療所５階ホール

14:00～15:30 入場無料

友の会 ＤＶＤ上映会のお知らせ

12月13日(水) １月17日(水)

会場と時間はいずれも

葛西みなみ診療所５階ホール

14:00～15:30 入場無料

「とんび」2022年 阿部 寛 （139分）

▼２月以降

「北の桜守」 吉永小百合（126分）

「そらのレストラン」 大泉 洋（126分）
などを予定しています。

「大コメ騒動」
だい

2021年 井上真央 (106分）
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10
月
10
日
、
前
日
の
雨
が
嘘

の
よ
う
に
晴
れ
渡
り
、
集
ま
っ

た
人
達
の
表
情
も
明
る
い
。
こ

の
日
は
「
臨
海
水
族
園
の
緑
を

な
く
す
な
」
の
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

行
動
で
す
。
原
純
子
都
議
会
議

員
の
説
明
を
聴
き
な
が
ら
現
場

を
歩
き
ま
し
た
。
参
加
者
は
15

人
。振

り
返
れ
ば
10
年
前
、
東
京

五
輪
の
カ
ヌ
ー
ス
ラ
ロ
ー
ム
会

場
候
補
地
を
公
園
西
側
に
変
更

さ
せ
ま
し
た
。
候
補
地
で
は
生

態
系
に
悪
影
響
が
あ
る
と
、
野

鳥
の
会
を
中
心
に
私
達
も
運
動

し
て
上
げ
た
成
果
で
し
た
。

＊

今
度
は
臨
海
水
族
園
の
建
て

替
え
と
そ
れ
に
伴
う
大
量
の
樹

木
保
全
問
題
が
浮
上
し
て
き
た

の
で
す
。
原
さ
ん
に
よ
れ
ば
、

都
が
公
表
し
た
「
基
本
構
想
」

へ
の
意
見
募
集
で
は
９
割
が
反

対
意
見
だ
っ
た
と
い
う
。
昨
年

１
月
の
入
札
に
は
Ａ
・
Ｂ
２
グ

ル
ー
プ
が
提
出
、
Ａ
が
落
札
。

建
築
家
協
会
が
入
札
時
の
書
類

の
開
示
請
求
を
し
た
が
、
ほ
と

ん
ど
墨
塗
で
、
Ｂ
グ
ル
ー
プ
の

案
は
非
開
示
だ
っ
た
と
の
こ

と
。
墨
塗
の
書
類
（
コ
ピ
ー
）

も
見
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

＊

水
族
園
本
館
の
北
に
あ
る
１

３
０
０
０
㎡
の
土
地
の
一
部
に

は
約
１
４
０
０
本
の
樹
木
が
あ

り
ま
す
。
30
年
か
け
て
育
て
た

樹
木
を
都
は
保
存
す
る
つ
も
り

が
あ
る
の
か
疑
問
で
す
。
広
場

で
原
さ
ん
の
説
明
を
き
い
た
あ

と
「
我
々
ジ
ジ
バ
バ
が
や
れ
る

こ
と
は
？
」
「
声
を
上
げ
る
こ

と
で
す
」
こ
ん
な
や
り
と
り
も

あ
り
ま
し
た
。

＊

水
族
園
の
周
り
に
は
鬱
蒼
と

し
た
林
が
あ
り
、
小
川
が
流

れ
、
小
さ
な
滝
さ
え
落
ち
て
い

ま
し
た
。
こ
の
辺
り
か
ら
淡
水

生
物
館
に
入
り
、
水
族
園
を
見

学
し
ま
し
た
。

回
遊
す
る
鮪
、
川
魚
（
「
お

い
し
そ
う
」
の
声
）
、
ペ
ン
ギ

ン
の
群
れ
、
深
海
の
生
物
な

ど
。
暗
い
照
明
の
中
親
子
連
れ

も
多
く
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

折
し
も
水
族
園
は
開
園

34
周

年
、
入
園
無
料
で
し
た
。（

小
林
）

２７

どこの処方箋でもお受けいたします

なぎさ薬局では、おくすり手帳をお渡しし

ております。みなさんが飲んだり、使ったり

しているお薬の記録を残すためのものです。

この手帳があれば、

◆医師・薬剤師が、どのような薬をどのくら

いの期間使用しているかを知ることができ

ます。

◆医師・薬剤師が、同じ薬が重なっていない

か、よくない飲み合わせではないかをチェッ

クできます。おくすり

手帳は、お薬を有効に、

安全に使用していただ

く手助けになるのです。

なぎさ薬局
TE L0 3-5 67 9-7 13 7／ FA X0 3- 567 9- 71 38

３シーズンぶりのインフルエンザ流行予想など、感

染症への警戒感が高まるなか、注目を集めている商品

が「乳酸菌」です。大手飲料メーカーが競って機能性

表示食品を販売し、「腸内環境を整えて免疫機能を維持

する」と宣伝しています。ここ２年は前年比５割の売

上増となっています。

これらの宣伝の根拠になっているのは、乳酸菌がイ

ンフルエンザや風邪症状の改善に役立つとした実証研

究です。消費者庁長官へ提出された機能性表示食品の

届出資料で、その内容を見てみましょう。根拠とした

６つの論文は、乳酸菌を摂取した人と、しない人（対

照群）を比較して、免疫機能の維持効果を調べたもの

です。

届出資料によると、６つの論文のうち４つで、全身

の自覚症状（倦怠感、寒気、熱っぽさ、疲労など）が

「対照群と比較してより軽度に維持されていた」と主張

します。また、特定の部位の自覚症状（せきや鼻づま

り、頭痛や関節痛）について調べた５つの論文すべて

で、同様の結果を得たと述べます。

上記を総合的に判断して、乳酸菌の免疫機能の維持

効果について「示唆的な根拠があると判断した」と結

論。調査対象の論文が十分に多いとは言えず、「更なる

臨床研究が望まれる」と付け加えます。消費者庁長官

への届出資料は、かなり抑えた表現になっていること

が分かります。

宣伝はイメージ先行

その一方で、機能性表示食品として売り出す際の手

法は巧妙です。特定の菌株が免疫細胞を活性化させる

という情報を、製品説明とは別のサイトで紹介するな

ど、法律違反にならないように工夫しています。これ

をネット記事が引用して、乳酸菌でウイルス感染を防

げるかのようなイメージが作られます。

しかし、感染予防にあたって免疫細胞が果たす役割

とその仕組みはもっと複雑です。体内に侵入した病原

体を食べる免疫細胞「マクロファージ」の働きは、私

たちが生まれ持った自然免疫。それに対し、後天的に

「免疫グロブリン」（抗体）を作ることで得られる獲得

免疫があります。一部の細胞の活性化だけを見て防御

能力全体を評価することは、適切ではないのです。

また、医薬品に最適な投与量があるように、免疫力

を高めると言われる物質をたくさん摂取すれば感染を

防げるものではありません。免疫能力をコントロール

するのは難しく、間違って免疫反応が暴走するアレル

ギーを起こすなど、免疫力は「強さ」だけでは評価で

きません。

乳酸菌製品のパッケージにも「食生活は、主食、主

菜、副菜を基本に、食事のバランスを」などと書かれ

ています。適切な食事と、疲れをためない生活に勝る

健康法はないですね。

「いつでも元気」誌より転載

編
集
後
記

10
月

14
・
15
日
、
第

23
回
江
戸
川
戦
争
展
が
開
か
れ
、
７
５

０
名
超
の
参
観
者
が
あ
り
ま
し
た
。
被

爆
者
団
体
「
親
江
会
」
を
中
心
に
実
行

委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
太
平
洋
戦
争
時

の
被
害
・
加
害
の
実
相
に
触
れ
る
掲

示
・
展
示
物
や
、
現
在
の
大
軍
拡
の
動

き
な
ど
が
展
示
さ
れ
、
戦
争
の
悲
惨
さ

を
伝
え
ま
す
▼
北
小
岩
小
学
校
の
児
童

に
よ
る
「
サ
ダ
コ
の
４
６
７
５
日
」
朗

読
・
「
平
和
学
習
」
の
ス
ピ
ー
チ
・
エ

イ
サ
ー
の
熱
演
は
圧
巻
で
し
た
。
戦
争

展
の
若
い
世
代
へ
の
継
承
が
何
よ
り
で

す
▼
１
週
間
前
の

10
月
７
日
、
ハ
マ

ス
の
イ
ス
ラ
エ
ル
奇
襲
、
イ
ス
ラ
エ
ル

の
空
爆
な
ど
で
数
千
人
の
死
者
。
病
院

の
爆
発
な
ど
も
起
き
死
者
は
増
え
続
け

て
い
る
。
長
い
歴
史
の
因
果
関
係
は
あ

ろ
う
が
、
〝
戦
争
は
絶
対
ダ
メ
！
〟
。

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
も
続
い
て

い
る
今
、
改
め
て
強
く
強
く
思
う
▼
よ

う
や
く
涼
し
い
日
々
が
訪
れ
ま
し
た

が
、
会
員
の
皆
さ
ん
、
猛
暑
疲
れ
に
気

を
付
け
て
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。（
伊
藤
）

役立つ健康メモ 91 薬の話№60

乳酸菌と感染症予防

水
族
園
の
建
替
え
で

み
ど
り
を
な
く
さ
な
い
で

葛
西
臨
海
水
族
園
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

葛
西
臨
海
水
族
園
は
開
園
か

ら

30
年
以
上
経
過
し
、
東
京

都
は
施
設
・
設
備
の
老
朽
化
を

理
由
に
、
現
在
の
水
族
園
の
隣

接
地
に
新
た
な
水
族
園
を
整
備

す
る
計
画
を
し
て
い
ま
す
。
建

て
替
え
に
伴
う
樹
木
の
伐
採
・

大
量
撤
去
で
湾
岸
地
域
の
大
気

汚
染
が
心
配
さ
れ
て
お
り
ま

す
。
こ
の
日
の
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

は
東
京
都
や
江
戸
川
区
の
「
気

候
変
動
適
応
計
画
」
に
あ
る

「
み
ん
な
で
い
ま
の
生
命
と
み

ら
い
の
地
球
を
守
る
計
画
」
を

実
施
し
て
ほ
し
い
と
の
思
い
か

ら
、
ま
ず
現
地
を
見
よ
う
と
計

画
さ
れ
ま
し
た
。
江
戸
川
大
気

汚
染
を
な
く
す
会
と
健
康
友
の

会
は

11
月
～
12
月
に
か
け
て

都
・
区
に
要
望
書
を
提
出
し
、

改
善
を
求
め
て
懇
談
を
す
る
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。

上水族園建替え予定地。広々とした芝生公園と回りに

みどり豊かな樹木が茂っている。天気がよく一段と

開放感が感じられた。

下原純子都議の説明を聞く参加者、指差す先は淡水生

物館と自然が豊かだった頃の東京周辺の水辺が再現

されている。そこも建替え先の予定地になっている。
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※休診日は日曜・祭日・年末年始

新小岩診療所・診療案内
江戸川区松島4-27-2 電話０３－３６５１－２９４４

葛西みなみ診療所・診療案内
江戸川区南葛西2-12-1 かさい保健医療福祉ビル２Ｆ 電話０３－５６７９－７１４４

一之江内科クリニック・診療案内

江戸川区一之江3-2-35 一之江ＴＩＡビル２Ｆ 電話０３－３６５６－６６８８

診療時間 月 火 水 木 金 土

午前
9時～12時30分

松村所長 石田香苗 松村所長

石田香苗
注②

診療受付
10:00～
12:30

古寺紘人

第1.3.5
森田
第2.4

工藤恵子

午後
14時～16時30分

注①
予約外来
松村所長

注①
予約外来
松村所長

休診
（訪問診察）

注①
予約外来
松村所長

古寺紘人 休診

夜間
18時～19時30分

休診 松村所長 休診 松村所長 休診 休診

受付時間 月 火 水 木 金 土

午前
8:45～
11:30

田村所長
(内科)

田村所長
(内科)

高橋直
(内科・神経内科)

青山麻織
糖尿病(予約制)

田村所長
(健康診断)

田村所長

(内科)

恩田圭司
(整形外科)

吉川俊治
第1.3(内科)

江花有亮
第2.4.5(内科)

午後
14:00～
16:00

田村所長
(内科)

外来休診

田村所長
(訪問診療)

外来休診

増子忠道
(訪問診療)

田村所長
(内科)
訪問診療
根岸美穂

外来休診

休診
田村所長
(訪問診療)

夜間
17:30～
19:30

休診
田村所長
(内科)

大倉哲朗
(内科外科)

休診
田村所長
(内科)

休診

診療時間 月 火 水 木 金 土

午前
9時～12時

高野所長 高野所長 高野所長 高野所長 松村浩生 杉本英樹

午後
14時～17時

高野所長 高野所長
外来休診

高野所長
外来休診

休診
訪問診療 訪問診療

夜間
17時～18時30分

休診 高野所長 休診 高野所長 休診 休診

セブンイレブン

マ
イ
バ
ス
ケ
ッ
ト

葛
西
み
な
み
高
校
入
口

環
七
通
り

↑
バスターミナル

浦安方面→

注① 月・火・木の午後は予約外来となっていますが、ご予約のない方も受診
いただけます。（予約優先）

注② 木曜日9:00～10:00は健康診断専用時間です。
内科受診の希望者は10:00～12:30の間にお越しください。

葛西駅

か
さ
い
保
健
医
療
福
祉
ビ
ル
２
Ｆ

葛
西
み
な
み
診
療
所→

環
七
通
り

一之江ＴＩＡビル２Ｆ

一之江内科クリニック
↓

今井街道

本八幡方面→

ローソン↓

一之江駅

新
小
岩

駅

平
和
橋
通
り

松
島
四
丁
目
公
園

市川方面→

松
島
通
り

新
小
岩
診
療
所

↓

国
に
対
し
て
医
療
・
介
護
・
福
祉

の
予
算
増
額
を
求
め
る
「
い
の
ち
ま

も
る
総
行
動
」
が

10
月

19
日
、
日

比
谷
野
外
音
楽
堂
で
ひ
ら
か
れ
ま
し

た
。
民
医
連
や
看
護
、
保
育
な
ど
の

医
療
団
体
、
労
働
組
合
で
つ
く
る
実

行
委
員
会
が
主
催
し
、
オ
ン
ラ
イ
ン

を
合
わ
せ
て
３
１
０
０
人
が
参
加
し

ま
し
た
。
江
戸
川
健
康
友
の
会
も
東

部
地
域
の
仲
間
と
い
っ
し
ょ
に
、
看

護
師
さ
ん
ら
職
員
と
参
加
し
ま
し

た
。

主
催
者
あ
い
さ
つ
で
佐
々
木
悦
子

日
本
医
労
連
委
員
長
は
、
人
員
不
足

で
現
場
の
働
き
方
が
厳
し
く
な
る
な

か
、
岸
田
政
権
に
よ
る
医
療
・
介
護

の
規
制
緩
和
策
は
許
せ
な
い
、
医

療
・
社
会
保
障
の
拡
充
で
い
の
ち
と

人
権
を
守
る
政
治
へ
の
転
換
を
求
め

よ
う
と
訴
え
ま
し
た
。

各
分
野
の
代
表
が
リ
レ
ー
ト
ー
ク

〇
パ
ー
ト
保
育
士
の
柳
澤
万
里
子
さ

ん
は
（
群
馬
県
）
、
職
場
初
任
給
は

19
万
円
で
手
取
り

16
万
円
、
全
産

業
平
均
よ
り
も
月
額
７
万
円
も
低
い

と
告
発
。
「
子
ど
も
た
ち
に
も
う
一

人
保
育
士
を
」
の
運
動
が
広
が
っ
て

い
る
と
述
べ
「
平
和
こ
そ
最
大
の
福

祉
で
す
。
軍
事
費
倍
増
を
や
め
さ

せ
、
い
の
ち
と
く
ら
し
、
人
権
を
守

る
政
治
の
実
現
を
求
め
て
力
を
あ
わ

せ
ま
し
ょ
う
」
と
呼
び
か
け
ま
し

た
。

〇
看
護
師
の
早
川
智
里
さ
ん
（
京

都
）
は
、
訪
問
診
療
の
患
者
さ
ん
の

救
急
搬
送
先
が
一
時
間
半
見
つ
か
ら

な
か
っ
た
と
の
経
験
を
語
り
「
医

療
・
介
護
・
福
祉
の
効
率
化
を
優
先

し
て
、
命
の
格
差
を
制
度
と
し
て
持

ち
込
む
政
治
を
や
め
て
ほ
し
い
」
と

訴
え
、
深
刻
な
人
手
不
足
や
過
酷
な

労
働
実
態
を
世
論
に
訴
え
、
政
治
を

変
え
た
い
と
語
り
ま
し
た
。

〇
全
国
保
険
医
協
会
の
山
崎
利
彦
医

師
は
「
国
民
皆
保
険
制
度
が
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
よ
っ
て
壊
さ
れ
よ

う
と
し
て
い
る
、
手
元
に
あ
る
健
康

保
険
証
を
な
く
す
こ
と
が
無
い
よ
う

に
安
心
で
安
全
な
医
療
を
つ
く
る
た

め
に
、
声
を
あ
げ
て
い
き
ま
し
ょ

う
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。（
黒
木
）

安心して住みつづけられるまちづくりをめざして 2023年11月10日 第133号
発 行 江 戸 川 健 康 友 の 会
134-0085 江戸川区南葛西２－１２－１

電話：5679-7 1 3 0 FAX・5679-7131

ﾒｰﾙ：edogawa_kenkou_tomonokai@nankatu.or.jp

郵便振替口座番号：00170-8-393711

※午前の受付時間は水・土のみ 9：00～12：30です

い
の
ち
ま
も
る
総
行
動

医
療
・
介
護
・
福
祉
に
予
算
ふ
や
せ

10・19

10・19 いのちまもる総行動アピール（要旨）

「いつでもどこでも必要な時に、安全・安心の医療・介護・福

祉が受けられる」ことは、国民の切実な願いであり、憲法で保

障された日本国民の権利です。国民の命と健康を守る私たちは

戦争のない平和な社会で一人ひとりが人間として尊重され、健

康で働き、豊かに暮らせる社会を強く望んでいます。そうした

社会を実現するために、共同を大きく広げましょう。「社会保

障の解体」と「戦争する国づくり」に反対し、憲法を守り生か

した医療・介護・福祉を実現することを国に求めます。

〇医療・社会保障の充実で、いのちと人権をまもる政治の転換を

〇すべての医療・介護・福祉従事者の大巾賃上げ、人員増に向

けた診療・介護報酬の大幅引き上げを

〇国民皆保険制度をなし崩しにさせる保険証廃止の撤回を

集会の後壇上に集まり、決意を確認し合う江戸川、足立、江東など、

友の会の仲間


